青山荘　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　　宮　陽子　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和22年11月22日生（56歳）

	
	〒031－0072　　住　所　八戸市城下4丁目13-19　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	高脂血症

	
	発症時期
	20歳頃
	罹 患 期 間
	約　36　年　

	
	入院回数
	　　19回
	延べ入院年数
	不詳（約10年程度）

	医療機関
	　青南病院（　主治医　川端Dr.　）
	外来受診日
	火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保（本人）
	自立支援医療
	申請中
	手帳
	有・無（1　級）

	年　　金
	有・無　（障害基礎年金1級　月額　約8万円　）　重度医療（有）

	 入所年月日
	H18年2月24日
	身長
	146ｃｍ
	体重
	47kg

	最終学歴
	仙台三島学園短期大学家政科　卒業
	免許・資格
	中学校教師、普通自動車免許、御花、商業簿記

	職　歴
	南部食糧事業協同組合、新産紙業、川口印刷(株)、寺下建設(株)、陸上自衛隊、島川税理事務所

	保　護　者
	氏　名　　宮　　誠　　様　　　　　　　　　続柄　兄　　　（同居　・否）

	長期目標

服薬が習慣化できるとともに、自宅での単身生活に必要な生活技術を身につけ、自宅で一人暮らしをする。

	入院・治療歴　　　昭和45年４月　 ～　 昭和50年　　　　　　入・通院　　　八戸赤十字病院

昭和50年    　 ～　 昭和64年　　　 　   入・通院　　　八戸市民病院

昭和64年1月　 ～　 平成14年5月　　　　入・通院　　  松平病院

平成14年10月　～   平成15年7月　　　　 通院　　　   青南病院

平成15年8月　 ～   平成18年2月　　　   入院　　　   青南病院

	生活歴

　八戸にて同胞３名の第３子として出生。仙台の短大卒業後帰省し事務員として勤務。その頃交際していた男性との結婚を両親に反対されたことをきっかけに発病し、八戸赤十字病院へ初回入院。以降、病感・病識の欠如により断薬。母に対する暴言・暴力・被害妄想の症状を呈し合計18回の入退院経歴あり。H14.10.5より青南病院で通院治療開始するも奇異行動、迷惑行為出現しH15 .8.6入院となる。

	家族構成

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　主援助者は次兄夫婦。経済的援助はしてくれるが、面会等本人と会うことはほとんどない。本人より時々、電話で兄と青山荘や外泊の様子についてやりとりしている様子。年金は次兄夫婦が管理し、毎月約2万円を本人に渡している。これまで、断薬や手帳返還等の行為があったため、本人に薬や貴重品を自己管理させることに強く不安を持っている様子。


青山荘　施設処遇会議①

平成　18　年　5 月 14 日　（月）

	氏　名
	宮　陽子氏
	男・女
	生年月日
	　昭和22年11月22日（ 56歳）


	問題点
	介入方法

	①これまで断薬による入退院を繰り返しており、病気に対する自覚が無い。また、服薬の必要性に対しても曖昧であり、断薬のおそれがある。
	· 薬はスタッフ管理から始め、約1ヵ月後より1日分ずつ自己管理となる。現在はすべて自己管理とし、週に2度職員が服薬ボックスを確認し、服薬確認を行っている。

· これまでの断薬･再発の状況について定期的な振り返りを行い、自分の症状と服薬の必要性を自己認識できるよう促していく。

	②収入に応じた金銭管理ができない。


	· 金銭管理に楽観的な部分があるため、退所後にどのくらいの収入が見込まれるか具体的に計算し、実質の収入を認識してもらう。

· 決められた収入でやり繰りできるよう、費目ごとに予算を決めて金銭管理を行う。


	これまでの経過（最終評価日　H　18　年　4　月　8　日）

	入所時より気分の高揚が見られ、グループワークでは、他者の意見を気にせず自分の意見を押し通そうとしたり、他者に対し指示的口調となることがあった。掃除･料理･洗濯など身のまわりのことはできており、自炊も行っている。

青山荘での目標としては

1 忘れずに服薬する

2 収入に応じた計画的な金銭管理が出来る

としている。現在までの経過としては

1 について　新規プログラムでは自分の病気・服薬についてのプログラムを実施し、これまでの断薬の理由　

や服薬目的についての振り返りを行った。薬はスタッフ管理から始め、現在は週に2度職員が服薬ボックスを確認し、服薬確認を行う。本人は「薬は確実に飲んでいます」と話すが、服薬の目的については「先生が、飲んでくださいというのでずっと飲みます」と答え、服薬への理解は表面的であり、必要性を認識できていない。これまでの断薬･再発の状況について定期的な振り返りを行い、自分の症状と服薬の必要性を自己認識できるよう促すことが必要。

2 について　毎月の小遣い額と貯金額を決め、家計簿への記入も行う。交通費8000円、食費2万円など予　

算額を超えた出費が多いものの、切り詰めてやり繰りしていると話す。収入に応じたやりくりができるよう金銭感覚を身につけることが必要。

入所時からの他者の意見を気にせず自分の意見を押し通そうとする行動は少なくなった。理解力があり、また自己評価も高く、同じ精神障害者であるにもかかわらず他者と自分を区別して見ることがあり、病気に対する理解・振り返りが必要である。


プラン計画者　氏名：　山口　碧

　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室

南山苑入所中





兄（保護者）





兄（静岡在住）





本人








